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無名橋名付け親プロジェクト
奈良県大和郡山市　都市建設部　管理課

１．はじめに

大和郡山市は奈良県北部の奈良盆地に位置し、JR と近畿日本
鉄道の鉄道網、西名阪自動車道、国道 24 号バイパスなどの道路
網により、広域的な交通条件に恵まれ、将来的には京名和自動車
道が南北に通過する交通結節点となります。矢田丘陵に代表され
る緑、平坦部には大和川の支流である佐保川と富雄川、田園風景
と郡山城跡など、多彩で豊かな自然、歴史環境を有しています。
また、大和郡山市は日本有数の金魚の生産地として知られてい
ます。そんな「金魚のまち・大和郡山」を広く PRする目的で、
1995 年（平成 7年）から毎年 8月に「全国金魚すくい選手権大会」
を開催しているほか、金魚を飼う文化を広く発信する「金魚マイ
スター」の養成や金魚鉢のデザインコンテストなども実施してき
ました。また、郡山城の城下町の風情が残るまちなかでも、街路灯・車止め・マンホールなど、さまざま
なものに「金魚」をモチーフにした「もの」を見つけることができます。金魚に関するスポットを巡りながら、
ぶらり歩いてまちなかの金魚を見つける城下町散策もお楽しみいただけます。ぜひお立ち寄り下さい。

　

金魚をモチーフにした車止めやマンホールなど

　

全国金魚すくい選手権大会の様子
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２．プロジェクトの始まり

大和郡山市の市道橋は全部で 292 橋あり、そのうち 246 橋が無名橋です。無名橋については、番号を付
与して管理をしていますが、維持補修を進めていく上で管理しにくい、補修計画を公表する際に理解され
にくいといった問題がありました。
また当市では、「シビックプライド（まちに対する市民の誇り）」をキーワードに掲げており、教育委員
会ではその一環として、地域のことを学ぶ「郷育プロジェクト」を推進しております。
そこで、橋の維持管理と郷育プロジェクトという 2つの観点から、「市内の小学生に橋の名前をつけて
もらうのはどうか」という案が持ち上がり、プロジェクトが始まることとなりました。

３．プロジェクトの一連の流れ

まずは市内 11 校の小学校に対して、道路管理者で名付けの候補となる無名橋を各校 5橋以上となるよ
うに選定し、最終的に 57 橋に名前をつけてもらうことになりました。基準としては、橋名板を取り付け
られるような欄干があり、橋長が 3m以上のものとしました。
そして管理課職員が講師となり、橋についての授業を行いました。その後は各小学校で実際に現地へ足
を運んでのフィールドワークや、地域の方への聞き取り調査を進めてもらった上で名前の候補を選出、タ
ブレットを用いた全校生徒による投票を行い、決まった名前については、最終的に市内全ての小学校が集
まって行う小学生サミットというイベントで、各校の代表が名前の由来などをプレゼンするという流れで
取り組みました。

　

授業風景

　

小学生サミットの様子
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４．授業の内容

（1）管理課と名付け親プロジェクトの紹介

管理課は道や橋の維持管理に加え、占用許可業務や境界明示業務などに携わっている課である、無名
橋に名前をつけることをきっかけにして、大和郡山市に関する知識を深め、誇りを持ってもらいたいと
いう思いから始まったプロジェクトであるといった紹介を行いました。

（2）橋の始まりや作り方

橋は生活に密接に関わっており、川や谷に橋をかけたおかげで人やモノの往来が楽になり、生活が豊
かになっていったという話や、吊り橋やトラス橋など橋の構造の話をして、橋に関する興味を持っても
らうように努めました。

（3）橋の名付け方

名前をつけるときの参考になるよう、人名から名付けられたもの、地名や建物から名付けられたもの、
伝説や物語から名付けられたもの、その他ユニークなものという形でパターン別に紹介しました。

（4）名付け親になってもらいたい橋について

橋梁台帳を簡素化したような資料を用意して、実際に名付けてもらいたい橋を校区毎に紹介しました。
校区内の橋ということもあり、写真と地図を見てどの橋だろうと一生懸命に考えている姿が印象的でし
た。

（5）やまとこおりやまデジタルなび

上記の話は 25 分前後で終わるため、残った時間については今年の 4月から導入された大和郡山市の
公開型GIS をタブレットで検索してもらい、あらかじめGIS に入力しておいた無名橋の位置検索を行っ
てもらいました。タブレット操作に慣れるという点も狙いの 1つであったため、良い取り組みになった
かと思います。

名付け親になってもらいたい橋の資料例 公開型GIS 資料
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５．決定した名前の一覧

実際に決定した名前は下記の通りです。大人では考えつかないようなユニークなものばかりで、子供た
ちの自由な発想力に驚かされました。

６．今後について

今後の予定としては、まず橋名板の設置を行います。なお、この橋名板の字体については各校の小学生
の直筆で作成する予定です。また、併せてQRコードを設置し、現地で橋梁の諸元や名前の由来などを確
認できるようにするといったことも検討しています。一方で、課題として、残っている無名橋を今後どの
ように名付けていくのかという点が挙げられます。

７．おわりに

今回のこの無名橋名付け親プロジェクトは、子供たちだけでなく我々職員も橋について学ぶ良い機会で
あり、人前で授業を行うということも滅多にないことで、とても良い経験になりました。
子供たちにとっても、市内の橋に自分たちでつけた名前がずっと残るということで、地元に愛着を持っ
てもらうきっかけとなり、当市がキーワードに掲げている「シビックプライド」に繋がっていくことと思
います。
今後とも子供たちが誇り・愛着を持って暮らしていける、魅力のある街づくりに取り組んでいきたいと
思います。


